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米国で発見され、沖縄県へ移送された流出文化財について 

 

文化財課  

 

１ 沖縄県へ移送された流出文化財 

  この度、米国内において 22 点の沖縄由来の流出文化財が発見され、令和６年

３月 14 日（木）本県に移送された。本件文化財については、今後行われる鑑定

の結果を待つ必要があるが、「第十三代尚
しょう

敬
けい

王
おう

御後
お ご

絵
え

」「第十八代尚育
しょういく

王
おう

御後
お ご

絵
え

」の２点が含まれていると考える。 

 ※22 点の一覧は「【別紙】文化財リスト」を参照。 

 

 （１）経 過 

沖縄戦時に、琉球王国の重要文書や宝物等が国外へ流出。 

2000（平成 12）年、沖縄サミット終了後に在沖米国総領事館の協力の

もと、米国国務省のＩＶＬＰ（インターナショナル・ビジター・リーダー

シップ・プログラム）を活用し、本県より３名の職員を派遣して流出文化

財の捜索を行ったが、発見には至らなかった。 

2001（平成 13）年、県教育委員会が在沖米国総領事館を通じ、琉球国

王の御後絵等 13 件を米国連邦捜査局（ＦＢＩ）の盗難美術品ファイルに

登録申請を行い、現在もＦＢＩのホームページで公開中。 

2023（令和５）年３月、ＦＢＩより外務省を通じて、米国内にて 22 点

の文化財が発見され、県教育委員会に照会があった。 

 ①文化財を一時保管したスミソニアン協会国立アジア美術館によると、国

王の肖像画である御後絵をはじめ、ほとんどの物品が沖縄由来のもので

あると考えられるとのことである。 

 ②ＦＢＩから高解像度の写真の提供を受け確認を行い、その結果、照会の

あった物品 22 点は、沖縄戦の混乱時に、米国に持ち出された可能性が極

めて高いと考えられることから、書簡にて、沖縄県への移送依頼を行っ

た。令和６年３月 14 日、ＦＢＩ、在沖米国総領事館及び外務省の協力の

もと、沖縄県への引き渡しが行われた。 

 

 （２）今後の予定 

今回の移送にご尽力いただいた在沖米国総領事や関係機関の方々をお招

きし、メディア向けにお披露目の機会を設定する。現時点において４月中

の開催を予定している。 

学識経験者による委員会を設置し、科学分析等の手法を用いながら顔料
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や料紙の詳細調査を実施する予定。 

分析を行いながら、文化財の出所等についての情報を整理し、報告でき

る段階において、文化財の損傷の状況に応じて公開の機会を検討する。 
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【教育庁文化財課作成】文化財リスト

No. 種別・名称 画 像 備 考

1 ・絵画（御後絵）

・古写真等記録なし

・戦前に中城御殿に保

管されていた御後絵の

一つと思われる。

2

・絵画（十三代尚敬王御後絵）

 ※十三代国王尚敬王

  （在位：1713～1751）

出典：写真：鎌倉芳太郎撮

影（沖縄県立芸術大学所

蔵・文化庁ＨＰより）

3

・絵画（十八代尚育王御後絵）

 ※十八代尚育王

 （在位：1835～1847）

出典：写真：鎌倉芳太郎撮

影（沖縄県立芸術大学所

蔵・文化庁HPより）

4 ・絵画（御後絵）

※３分割の「中央部分」

・不明

・古写真等記録なし

・戦前に中城御殿に保

管されていた御後絵の

一つと思われる
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5 ・絵画（御後絵）

※３分割の「左部分」

・不明

・古写真等記録なし

・戦前に中城御殿に保

管されていた御後絵の

一つと思われる。

6 ・絵画（御後絵）

※３分割の「右部分」

・不明

・古写真等記録なし

・戦前に中城御殿に保

管されていた御後絵の

一つと思われる

7 ・種別：地図（八重山諸島） ・調査中

8 ・種別：木彫 ・不明



別紙

9 ・種別：金工品 ・不明

10 ・種別：金属器（香炉） ・不明

11 ・種別：磁器（香炉） ・不明

12 ・種別：磁器（香炉） ・不明

13 ・種別：磁器（皿） ・不明
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14 ・種別：陶器（皿） ・不明

15 ・種別：陶器（水注） ・不明

16 ・種別：陶器（花瓶） ・不明

17 ・種別：金属器（銅器） ・不明

18 ・種別：陶器 ・不明
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19 ・種別：金属器（香炉） ・不明

20 ・種別：陶器（皿） ・不明

21 ・種別：竹製品 ・不明

22 ・種別：陶器（片口） ・不明


